
（国実施要綱様式３）

令和8年4月時点

（単位：千円）

令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度
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＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞

(0)

0

＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞

(0) (0) (0) (0) (0) (0)

25,000 0 0 0 0 25,000

＜25,000＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜25,000＞

（注１） 「事業番号」は、「（交付要綱別添１の番号）-（同一事業計画中の同種の事業の通し番号）」となるよう記載する。

（注２） 「事業名」は実施する事業の内容がわかるように任意の名称を記載する。

（注３）

（注４）

備考
（注４）

1 A

2 -

- 1 映像コンテンツを活用した魅力発信事業

No.
事業名
（注２）

各年度の交付対象事業費（注３）

総交付対象事業費
事業番号
（注１）

5 -

3

4 -

-

「各年度の交付対象事業費」は、上段（　）書きは前回までに配分された額を記載し、中段には今回申請する額を記載する。なお、下段〈　〉書き及び総交付対
象事業費については、自動計算される。

事業間流用を行った場合には、「備考」に事業間流用を行った旨、その時期及び額を記載する。なお事業間流用を行う場合には、流用する（流用される）事業名
も合わせて記載する。

（川内村）地域魅力向上・発信事業計画

　　　　



地域魅力向上・発信事業計画に基づく事業計画書 

 

１．基本情報 

 

２．風評等の現状や課題、これまでの取組 

自治体が抱える風評等の現状について 

川内村では、震災以降、生活環境などの復旧が進み、住民の 8 割が帰村している状況にある。今後さらなる復興を推進していく上で、川内村としては、地域資

源を活かした観光交流を推進することで来村者数を増加させ、このことを通じた関係人口の増加や村の特産品等の消費拡大を図ることとしている。 

またＡＬＰＳ処理水の海洋放出が決定され、実際に処理水が海洋放出されていることで震災後から続く風評は未だ払拭されたとは言い難い状況である。 

震災後減少した観光入込数を増加させるため、これまで川内村では川内村の魅力と安全性に関する情報を発信し、村の観光入込数は少しずつ回復の傾向にある

が、未だ震災以前の水準までの回復には至っていない。このため、さらなる強力かつ効果的な風評の払拭と川内村の魅力を積極的に発信するための各種対策が必

要な状況にある。 

 

上記の現状の原因となる課題について 

   観光資源、文化に加え、農産物、食などの商工業製品の魅力を県外の人々に発信し、来てもらうという「選択」また、原発事故による放射性物質が残っている

のではとのイメージを払拭し「不安」を「信頼」へ、さらには、原発事故の避難地域であるというネガティブなイメージから、豊かな自然や魅力ある食（特産品

等）が存在する村というポジティブなイメージへ転換する「挑戦」を通じて、理解の醸成を図るため、効果的な施策と積極的な情報発信等を実施していくことが

必要である。 

自治体名 他市町村との連携 事業番号 事業名 

川内村  A－1 映像コンテンツを活用した魅力発信事業 

事業実施年度 当該年度総事業費 経費区分（該当区分に○を入力） 

R８年度 25,000 千円 ①情報発信事業 ②外部人材活用 

事業費 
左記 事業費のうち 

国費負担分 
ⅰ風評動向調査 ⅱ体験等企画実施 

ⅲ情報発信コンテンツ

作成 

ⅰ企画立案のための外

部人材の活用 
ⅱ地域の語り部の育成 

25,000 千円 12,500 千円 〇 ○ ○   



 

 

上記の課題に対するこれまでの自治体の取組について（自治体独自の取組を含む） 

【令和４年度】 

① 本事業で実施した取り組み 

・首都圏のイベントへの参加による村の PR（大規模収穫イベントで特産品等を PR） 

・WEB広告や新聞掲載の実施にて、「村の現状」「食(特産品)の安全性」を発信し、川内村を「知る」きっかけづくりとする 

② 事業以外で実施した取り組み 

・村内の食物（農産物及び天然の山菜やきのこ等）の安全性を確認するための放射性物質検査の実施 

・「川内の郷かえるマラソン大会」や「かえるの郷トライアスロンｉｎかわうち」など県内外の参加者を対象としたスポーツイベントの開催 

・震災後、中止となっていた村三大祭りの一つ「ドウダン祭り」の復活や、その他のイベントにおいて村の自然や食（特産品等）の安全性のＰＲ 

 

【令和５年度】 

① 本事業で実施した取り組み 

・「「来てもらう」をテーマに、天山文庫、いわなの郷、ドローンパーク川内など、村の観光スポットを１泊２日のモデルツアーに仕立てて紹介し、効果的に情

報発信。 

・目的の異なるモニターツアー「のんびりグルメコース」、「アクティブコース」の２つを実施 

 

② 事業以外で実施した取り組み 

・村内の食物（農産物及び天然の山菜やきのこ等）の安全性を確認するための放射性物質検査の実施 

・「川内の郷かえるマラソン大会」や「かえるの郷トライアスロンｉｎかわうち」など県内外の参加者を対象としたスポーツイベントの開催 

・震災後、中止となっていた村三大祭りの一つ「ドウダン祭り」の復活や、その他のイベントにおいて村の自然や食（特産品等）の安全性のＰＲ 

 

【令和６年度】 

① 本事業で実施した取り組み 

・「食べる」「遊ぶ」「暮らす」等をテーマとした新作ポスターを作成。新聞広告や交通広告、ＷＥＢ広告として活用し、「村の現状」「食（特産品）の安全性」



「村の魅力」を発信 

・都内でのトークイベント・物産展の開催による特産品や村の魅力をＰＲ 

② 事業以外で実施した取り組み 

・村内の食物（農産物及び天然の山菜やきのこ等）の安全性を確認するための放射性物質検査の実施 

・「川内の郷かえるマラソン大会」や「かえるの郷トライアスロンｉｎかわうち」など県内外の参加者を 

対象としたスポーツイベントの開催 

・震災後、中止となっていた村三大祭りの一つ「ドウダン祭り」の復活や、その他のイベントにおいて 

村の自然や食（特産品等）の安全性のＰＲ 

 

 【令和７年度】 

① 本事業で実施した取り組み 

・横浜の特産品販売イベントに参加し、村の酒、特産品販売、村の魅力を PR 

・都内での試食会・トークイベントの開催により特産品・村の魅力を PR 

・「食や観光地をより深く知ってもらう」ことにフォーカスし、試食・トークイベントを実施した様子を広めるフリーペーパー広告・WEB広告を発信 

② 事業以外で実施した取り組み 

・村内の食物（農産物及び天然の山菜やきのこ等）の安全性を確認するための放射性物質検査の実施 

・「川内の郷かえるマラソン大会」や「かえるの郷トライアスロンｉｎかわうち」など県内外の参加者を 

対象としたスポーツイベントの開催 

・震災後、中止となっていた村三大祭りの一つ「ドウダン祭り」の復活や、その他のイベントにおいて 

村の自然や食（特産品等）の安全性のＰＲ 

 

上記の取組における成果について 

【令和４年度】 

（取組）新聞広告・ＷＥＢ広告 

  「（成果）・新聞広告推推定達人人口４４１１人人（新聞販売地域推森、、田、、手、、城、、山、、島、、城、、木、、馬、、玉、、葉、、奈川川、京、、新

潟、長野、山梨、静岡） 



      ・ＷＥＢ広告推ランディングページアクセス数 25,596 回 ユーザー数24,653 人 

 

（取組）イベント参加（ふるさと祭り京、） 

  （成果）・来場者数が３３人７４３６人 

     「・１０日間で特産品売上額が１７７人円（計２,２３２点） 

【令和５年度】 

（取組）「新聞広告・ＷＥＢ広告 

  「（成果）・新聞広告推推定達人人口４３８８人人（新聞販売地域推森、、田、、手、、城、、山、、島、、城、、木、、馬、、玉、、葉、、奈川川、京、、新

潟、長野、山梨、静岡） 

      ・ＷＥＢ広告推ランディングページ総獲得 PV数 42,131PV 

 

（取組）「モニターツアー 

  （成果）・参加者数 のんびりグルメコース ２９組４３人 

           「アクティブコース   ６２組１１９人 

     「・参加者アンケートで全員が「満足」「やや満足」と回答した 

 

【令和６年度】 

（取組）新聞広告・ＷＥＢ広告 

  「（成果）・新聞広告推４３８５人４０００掲掲載（新聞販売地域推森、、田、、手、、城、、山、、島、、城、、木、、馬、、玉、、葉、、奈川川、京、、新

潟、長野、山梨、静岡） 

      ・ＷＥＢ広告推推定リーチ数１４５，７５３人 

 

  （取組）交通広告 

  （成果）・都内 JR所要５駅に掲出 

     「・のべ２,５２０,３０８人に接触 

 



  （取組）トークイベント 

  （成果）・来場者数１０１人 

      ・イベント満足度９７％ 

      ・川内村への来訪意向評価平均 最大５点中４．６２点 

 

  （取組）物産展 

  （成果）売上合計 ３４２，９４０円（計２６３点） 

 

【令和７年度】 

（取組）物産展 

  （成果）売上合計 ４３８，１４０円（計２７７点） 

 

（取組）フリーペーパー広告・ＷＥＢ広告 

  （成果）・フリーペーパー広告推推定リーチ数１５７，２２６人（京、＋奈川川エリア）（見込み） 

      ・ＷＥＢ広告推推定リーチ数１，３７９,０００人（見込み） 

 

（取組）試食・トークイベント 

  （成果）・来場者数４６人（見込み） 

 

＜目標人成状況＞ 

・川内村が発信する情報への接触者数・観光客入込数136,000 人（震災前H22年比 1.3 倍） 

→令和４年度 接触者数「「 「 「 「 「４４７４人人 

      「 「観光客入込数「 「６８,７３９人 

令和５年度 接触者数  「 「４５４９人人 

     「  「観光客入込数「 「７７,２９３人 

令和６年度 接触者数   ４５５０人人 



         観光客入込数 ７８,８７８人 

 

・継続的なＷＥＢ広告・新聞広告での接触者数年間 100 人人を目指す。 

→令和４年度 接触者数「「 「 「４４７４人人 

令和５年度 接触者数 「 「４５４９人人 

令和６年度 接触者数  ４５５０人人 

 

  ・イベント開催でのリピーター数を毎年 10％増加していくことを目指す。 

→令和４年度 観光客入込数「 「６８,７３９人（うちリピーター４２７,０００人・４１７％増加） 

令和５年度 観光客入込数「 「７７,２９３人（うちリピーター４３２,０００人・４２０％増加） 

令和６年度 観光客入込数 ７８,８７８人（うちリピーター４４７,０００人・４４５％増加） 

 

３．事業内容の詳細 

今年度の具体的な取組内容 ※以下の項目に沿って記載をお願い致します。 

１． 映像コンテンツを活用した魅力発信事業 

 

 【観光・特産品 PR 動画作成】 

 

① 実施期間：令和８年５月～令和８年１２月 

② 実施体制：単独 

③ 実施場所：全国 

④ 概算費用：２３，７９９千円 

⑤ 実施内容：現在の川内村の放射線量が安全な水準であることを認知してもらい、川内村への観光誘客をより一層促進するために、下記観光・特産品 PR モニ

ターツアーの様子を撮影し、観光・特産品 PR 動画を作成、SNS 等で放映する（年１回）。視聴者の共感を得るため、イベントの様子をもとにストーリー仕

立てで３本の動画を作成する。また、モニターツアーへの参加者募集・作成した PR動画の周知のための動画広告を１本作成する。 

⑥ 「復興・創生に向けた取組や食品等の安全性等の情報」の具体的な発信内容：復興創生に向けた取り組みや、食の安全性についてツアーを通し、理解する参加者の様子を



PR 動画で情報発信する。情報の受け手が共感を通し川内村への理解を深化させることを目的とする。 

⑦ 「地域の魅力に関する情報」の具体的な発信内容：観光施設や、地域の魅力、歴史のわかる場所に訪れたり、村民と直接交流する様子を放映することで、視聴者が川内村

を知り、自分も訪れたいと感じるきっかけをつくる。  

 

  【観光・特産品 PR モニターツアーの企画、実施】 

 

① 実施期間：令和８年５月～令和８年９月 

② 実施体制：単独 

③ 実施場所：川内村（募集：県外） 

④ 概算費用：１，２０１千円 

⑤ 実施内容：川内村の魅力、食の安全性を伝えるため、全国（県外）から参加者女性１０名程度を招き、「観光・特産品 PR モニターツアー」を１泊２日程度、年１回開催

する。SNS を通して情報発信・拡散を行う中心的な存在としてトレンドへの影響力をもつ２０～３０代の女性をターゲットとする。川内村に興味がある女性や田舎暮らしに興

味がある女性を対象とし、川内村のディープな関係人口となりうる可能性のある層（関係人口予備層）に、川内村の特産品を用いたメニューの提供や川内村の観光地や川

内村の歴史がわかる名所のツアーを交えたイベントを通して、川内村の魅力や食の安全性を知ってもらう。 

⑥ 「復興・創生に向けた取組や食品等の安全性等の情報」の具体的な発信内容：ツアーの中で実際に川内村を訪れてもらい、村内施設の訪問や、川内村の特産品を実際に

食べてもらうことで、復興創生への取組や食の安全性を知ってもらう。更にはツアーで知った内容を各々のＳＮＳ等で発信してもらうことで、川内を実際に訪れた生の声を情報

発信していただく。 

⑦ 「地域の魅力に関する情報」の具体的な発信内容：関係人口予備層が川内村の村民との交流を行い、人のあたたかさを体験、川内村の魅力を村民の言葉で聞いたり、とも

に体験できることで、より深く川内村の魅力を知り川内村の人口・関係人口へとつながる情報発信となる。 

⑧ 福島県内でイベント等の事業を実施する理由  

⑴イベント等への参加者の半数以上が県外からの参加者となる理由とその確認方法：SNS 等により全国（県外）より女性を１０名程度募る。村内参加者１～５名程度と合

わせて合計で１５名程のうち半数以上が県外からの参加者となる。 

⑵事業費の半分以上が県外への情報発信に要する費用となる手法：村内でのモニターツアーの様子を撮影し、PR 動画の作成、SNS 等での放映（事業費２４，０００千

円）を行うことで、全国へ向けての情報発信を事業のメインとする。 

 

 



４．事業における目標等 

今年度におけるアウトプット ※定量的な目標に限る 今年度におけるアウトカム ※定量的な目標に限る 

・イベントの開催推観光・特産品 PR のためのモニターツアーを１泊２日程度開催（１

回） 

・ＷＥＢ広告推イベント告知、ＰＲ動画周知広告動画作成（1回） 

・PR動画作成推観光・特産品 PRのための動画を３本作成、放映（１回） 

 

・川内村が発信する情報への接触者数を年間 100人人にする 

 

長期的な目標 ※１つ以上は定量的な目標を設定 長期的な目標の現在の進捗状況 ※達成度合いも記載（○％） 

・PR 動画放映による村の魅力発信を行い、観光客数を５％（令和６年度比・

４ 3,900 人）増加させる 

・川内村及び川内産の特産品等に対する消費者の認知度と正しい放射線量の

理解度の向上 

・川内産の特産品等に対する消費者の購買意欲の向上 

・村内飲食店、旅館及び施設等の地域経済の活性化 

・観光客数：令和６年度７９，０９１人（達成度合い０％） 

 


